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説明内容

HPについて

実施細則（紙媒体）の注意点

報告書書式について

報告書の提出等の注意点

その他の注意点
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HPについて（トップページ）
http://www.nihs.go.jp/dec/water_h28/index.html

実施細則 報告書等の入手・提出法 評価法・過去の情報 問い合わせ

更新情報を随時
アップデートしますので、
定期的に確認してください。
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HPについて（実施細則）

調査概要及び対象機関

対象項目、試料購入費用及び振込み方法

統一試料の送付

統一試料の分析実施

報告書（電子及び紙媒体）の提出
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統一試料の分析実施
実施期間
各検査機関は指定の分析実施期間（平成28年6月2日（木）→ 6月16日（木）厳守）

に分析を実施することとする。
※平成28年6月2日（木）より前に分析を開始した検査結果は「無効」とする。

検査方法
告示法により実施する。なお、検査方法が複数ある場合には、各検査機関で通常用いて

いる方法を一つ選択し、分析することとする。

※告示法とは全く異なる検査方法（ＪＩＳ法等）による測定結果は「無効」とする。

測定回数
測定繰り返し回数は5回とする。（これを下回る場合は正しい分析結果とはみなさない）。

※試料は５回の測定のための必要量より多く送付しているため、必要に応じて、

分析に必要な量を確保した残りを検討等に使用しても構わないが、

データの意図的な操作（5回より多く測定し、その中から意図的にデータを抽出・採用

する行為等）等、してはならない。

※データの意図的な操作が判明した場合は「無効」とする。

HPについて（実施細則）
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HPについて（報告書等の入手・提出法）
報告書書式ファイルの送付 報告書書式ファイルの受領

実施細則・報告書ファイルの
ダウンロードはこちらから。

メール書式・本文について

saisoku_h28.pdf

report_h28.xls
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メール書式・本文について
報告書ファイル名の設定（重要：間違いのないように注意して下さい）

ファイル名： 6桁の機関ＩＤ ➡ 半角英数字で記入してください。

拡張子：Excel 97-2003形式（拡張子が“xls”) ➡ 今年度は1形式のみです。

メールの設定 （重要：間違いのないように注意して下さい）
件名： H28精度管理報告書 ➡ このメールタイトルは絶対に変更しないで下さい。

（H28は半角英数字）

※よくあるダメな例：H２８精度管理報告書 ➡ 数字が全角

H28 精度管理報告書 ➡ 28と精度管理報告書の間にスペースが入っている

メール本文：
報告書ファイル名＝XXXXXX.xls
無機試料番号=XXXX
有機試料番号=XXXX
貴所名=XXXXX

20条機関登録番号=XXX
担当部署名=○○○○部
担当者名=○○ ○○
担当者連絡先
E-mail=xxxx@xxx.xx.jp
TEL=XX-XXXX-XXXX
FAX=YY-YYYY-YYYY

メール本文に関する注意事項
◆報告書ファイル名は必ず送付ファイル名と同一にして下さい。

◆無機・有機試料番号は試料のラベルに表示された数字を記入して下さい。
◆全ての記入項目の数字等は半角英数字として下さい。

これらが守られていないと、正常にデータ処理されない場合が
ありますので、厳守してください。

HPについて（報告書等の入手・提出法）
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HPについて（評価法・過去の情報）

参加機関の評価について 評価の基本的な流れ 登録検査機関に対する実地調査及び階層化評価

調査の実施体制及び過去の情報
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平成28年度精度管理調査・階層化評価（案）

※昨年度と同様に、
全参加機関について
階層化評価結果は
公表します。

HPについて（評価法・過去の情報）
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HPについて（問い合わせ）

Qに無いもののみメールで
問い合わせできます。その
際、メールの様式を厳守し
てください。

問合せ内容：
精度管理調査の実務に関するもの。
(既にQにあるものは回答しません）

問合せ期間：
精度管理調査の実施期間のみ。

（6月2日→6月16日 ）
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説明内容

HPについて

実施細則（紙媒体）の注意点

報告書書式について

報告書の提出等の注意点

その他の注意点
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実施細則（紙媒体）の注意点

＜1＞ ＜2＞
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実施細則（紙媒体）の注意点

＜3＞ ＜4＞
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実施細則（紙媒体）の注意点

＜5＞

＜6＞

①

②

③
④
⑤
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説明内容

HPについて

実施細則（紙媒体）の注意点

報告書書式について

報告書の提出等の注意点

その他の注意点



16

報告書書式について
報告書ファイル等の入手・提出法のページからダウンロードする。

六価クロム・銅入力用 ジクロロ酢酸・トリクロロ酢酸入力用

記入例（六価クロム・銅） 記入例（ジクロロ酢酸・トリクロロ酢酸）

枠外に注意事項が書かれておりますので、
必ずご確認ください。
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報告書書式について（無機物）

複数の事業所で参加する場合は事業所名をカッコ書きで記
入してください。
例）（株）水道水質検査精度管理（六角ロム事業所）

真度、併行精度及び室内精度の全てを計算したものは「実
施済み」、真度、併行精度のみ実施したものは「一部実施
済み」として記入してください。真度のみは「未実施」と
します。

真度、併行精度及び室内精度の全てを計算したものは「実
施済み」、真度、併行精度のみ実施したものは「一部実施
済み」として記入してください。真度のみは「未実施」と
します。

平均値、変動係数（％）のみに変更しました。
両項目は例年通り自動計算されます。

用いた測定方法の番号はデータ処理において重要です。
間違いないか必ず確認してください。

20条に係る検査受託に関する項目を追加しました。
該当する機関は記入してください。
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「２.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

単品の場合は六価クロム/銅のように記入してください。

異なる場合は六価クロム/銅のように記入してください。

試料を希釈した場合は希釈後の容量を記入して下さい。
希釈していない場合は空欄として下さい。

国家計量標準にトレーサビリティが確保されている標準原
液を使用した場合は記入してください。

報告書書式について（無機物）
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単品の場合は六価クロム/銅のように記入してください。

試料を希釈した場合は希釈後の容量を記入して下さい。
希釈していない場合は空欄として下さい。

「２.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。「２.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

国家計量標準にトレーサビリティが確保されている標準原
液を使用した場合は記入してください。

報告書書式について（無機物）
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「3.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

単品の場合は六価クロム/銅のように記入してください。

試料を希釈した場合は希釈後の容量を記入して下さい。
希釈していない場合は空欄として下さい。

自動添加で不明な場合はあらかじめメーカーに問い合わせ
る等して回答してください。

国家計量標準にトレーサビリティが確保されている標準原
液を使用した場合は記入してください。

ドロップダウンリストに該当するものがない場合は具体名
を記入して下さい。

報告書書式について（無機物）
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「3.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

単品の場合は六価クロム/銅のように記入してください。

試料を希釈した場合は希釈後の容量を記入して下さい。
希釈していない場合は空欄として下さい。

国家計量標準にトレーサビリティが確保されている標準原
液を使用した場合は記入してください。

ドロップダウンリストに該当するものがない場合は具体名
を記入して下さい。
ドロップダウンリストに該当するものがない場合は具体名
を記入して下さい。

自動添加で不明な場合はあらかじめメーカーに問い合わせ
る等して回答してください。

報告書書式について（無機物）
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測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。
測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。
測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。
測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。

検量線試料作成時の調整濃度を記入してください。検量線試料作成時の調製濃度を記入してください。

濃度計算に用いた検量線の式を記入してください。濃度計算に用いた検量線の式を記入してください。

検量線のグラフが追加されました。自動作画されますので
記入・修正等しないでください。

定量下限値はµg/Lで記入してください。定量下限値はµg/Lで記入してください。

報告書書式について（無機物）
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報告書書式について（有機物）

複数の事業所で参加する場合は事業所名をカッコ書きで記
入してください。
例）精度管理市水道局（治黒路浄水場）

真度、併行精度及び室内精度の全てを計算したものは「実
施済み」、真度、併行精度のみ実施したものは「一部実施
済み」として記入してください。真度のみは「未実施」と
します。

真度、併行精度及び室内精度の全てを計算したものは「実
施済み」、真度、併行精度のみ実施したものは「一部実施
済み」として記入してください。真度のみは「未実施」と
します。

平均値、変動係数（％）のみに変更しました。
両項目は例年通り自動計算されます。

用いた測定方法の番号はデータ処理において重要です。
間違いないか必ず確認してください。

20条に係る検査受託に関する項目を追加しました。
該当する機関は記入してください。
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「3.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

「3.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。「2.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。「2.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。「2.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

単品の場合はジクロロ酢酸/トリクロロ酢酸のように記入
してください。

試料を希釈した場合は希釈後の容量を記入して下さい。
希釈していない場合は空欄として下さい。

報告書書式について（有機物）
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「3.その他」に該当する場合は具体的に記入して下さい。

複数ある場合は併記してください。

単品の場合はジクロロ酢酸/トリクロロ酢酸のように記入
してください。

試料を希釈した場合は希釈後の容量を記入して下さい。
希釈していない場合は空欄として下さい。

報告書書式について（有機物）
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測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。
測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。
測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。
測定開始時間が追加されました。生データと一致するよう
に記入してください。

検量線試料作成時の調整濃度を記入してください。検量線試料作成時の調製濃度を記入してください。

濃度計算に用いた検量線の式を記入してください。濃度計算に用いた検量線の式を記入してください。

検量線のグラフが追加されました。自動作画されますので
記入・修正等しないでください。

定量下限値はµg/Lで記入してください。定量下限値はµg/Lで記入してください。

報告書書式について（有機物）
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報告書書式について（共通）
記入に関する注意点
精度管理HP・問い合わせ・Q&A

Q12：報告書書式の通りに記入できない内容や連絡等があります。

A12：報告書の書式通りに記入できない内容や数値、検量線等については、当該

項目に「連絡事項等参照」と記入し、「連絡事項等」の欄に具体的に記入

して下さい。

データ処理・解析の方針

上記に従わず未記入・不明とした場合は、

当該項目について「未記入 → 未実施 → 逸脱」と判断される可能性があります。

その結果、当該項目が“検査結果への影響が大きいとされた項目” に該当する

場合、階層化評価において「第2群機関」に分類されます。

※平成28年度の報告書では、基本的に殆どの項目が記入するフォーマット

記入漏れや誤記入が無いように、十分注意してください。
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説明内容

HPについて

実施細則（紙媒体）の注意点

報告書書式について

報告書の提出等の注意点

その他の注意点
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図 報告書受付管理システムのフロー

報告書（電子ファイル）の提出
提出期限：

平成28年6月16日（木） 23：59：59

※提出期限を過ぎると受付管理システムを閉鎖します。

システム閉鎖後は受付できません。

提出に関する注意：
報告書の提出までが精度管理調査です。

提出に際し、各機関所定のチェックを行ってください。

※ “記入ミス”の申し立ては受け付けません。

報告書の提出は一回限りです。

◆送信一回目 →  受付完了メール送信

◆送信二回目（再提出した場合） →  無効メール送信

→  添付報告書は破棄

◆報告書を添付し忘れて送信 →  お知らせメール送信

→  再送信OK

（再送信は一回のみ・提出期限は厳守すること）

※受付完了メールは通常15分以内に送付されますが、メール

が規定通り送付されないと別途確認作業が必要となります。

規定通りメールを送るよう、ご協力よろしくお願いします。

参加機関

国立衛研

受付管理システム

報告書の作成

受付完了メール
の自動送信

メールで提出

報告書を
受け付けました。

受付期間中は
24時間稼働

報告書提出時の注意点
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報告書（電子ファイル）の提出
提出に関する注意：

報告書（電子ファイル）を印刷したものが報告書（紙媒体）という考え方でデータ解析を実施します。

➡ データ解析は電子ファイルを用いて行います。

仮に電子ファイルと紙媒体で内容が違う場合でも、異議申し立て等は受け付けません。

報告書の書式変更はNGです。

➡ 記入項目以外は変更できないようロックしていますが、仮に何らかの方法で変更した場合は無効と

なります。

報告書送付メールの件名、報告書（電子ファイル）の保存形式を確認してください。

➡ 報告書受付管理システムは、

メール件名： H28精度管理報告書

添付ファイル名&保存形式： 機関ID.xls

で判別して受付しております。これらが規定通りでないと正しく処理されない場合があります。

また、報告書以外のファイルを添付するのはNGです。送付状等も絶対に添付しないでください。

報告書提出時の注意点
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報告書（電子ファイル）の提出
提出に関する注意：

報告書送付メールの件名、報告書（電子ファイル）の保存形式を確認してください。

報告書提出時の注意点

自動
件名判定

参加機関・メール送信

規定どおり
（H28精度管理報告書）

規定以外
（H２８年度精度管理報告書_○△株式会社 等）

規定どおり・１回目送信
（XXXXXX.xls）

規定どおり・2回目送信
（XXXXXX.xls）

規定以外・圧縮ファイル
（○△株式会社.xls.pdf 等）

（XXXXXX.zip 等）

自動
受付メール送信

自動
無効メール送信

手動
受付・無効メール送信

自動
添付ファイル名判定

手動確認・判定

Ex. 平成27年度調査におけるメール送信規定違反率：11.2％！！！

逸脱例：メールの件名・ファイル名が規定と違う、報告書以外に送付状が添付等

規定通りでない場合は自動で受付処理されませんので、

メール送信の前には“もう一度” 確認することをお勧めします。

※受信日の内に返信できない場合があります。
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報告書（紙媒体）の提出
提出期限：

平成28年6月16日（木）消印有効（またはこれに代わる発送証明）

提出に関する注意：
紙媒体の報告書の提出はレターパックを使用して下さい。

（試料に同梱のものをお使い下さい。）

※表面に機関ID番号を朱書きするのを忘れずに！

報告書（紙媒体）についても提出は一回限りです。

提出期限内でも報告書の差し替えは認めません。

送付する必要がある資料

試料測定データに関わる書類（分析チャート、クロマト等、測定時間がわかるもの）

検量線データに関わる書類（分析チャート、クロマト等、測定時間がわかるもの）

水質検査実施標準作業書（SOP）

本分析に係る作業記録（各機関の書式で構いません）

分析結果の計算過程を記載したメモ（各機関の書式で構いません）

※必要な書類が添付されていない報告書も見受けられます。

必要書類が添付されていない場合は無効となりますので、十分注意してください。

報告書提出時の注意点
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説明内容

HPについて

実施細則（紙媒体）の注意点

報告書書式について

報告書の提出等の注意点

その他の注意点
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その他の注意点
問い合わせについて（精度管理HP・問い合わせのページ参照）

精度管理試料の受領、納品、支払に関する問い合わせ先（試薬販売会社 宛）

件名（変更不可）：試料の受領、納品、支払に関する問い合わせ
本文：機関ID・所属・連絡先等を必ずご記入下さい。
お問い合わせ内容=△△△
機関ID=XXXXXX
貴所名=XXXXXX
20条機関登録番号=XXX (20条機関のみ)(半角英数字)
担当部署名=○○○○部
担当者名=○○ ○○

精度管理調査に関する問い合わせ先 ➡ （国立医薬品食品衛生研究所 宛）
件名（変更不可）：調査に関する問い合わせ
本文：機関ID・所属・連絡先等を必ずご記入下さい。
お問い合わせ内容△△△
機関ID=XXXXXX
貴所名= XXXXXX 

20条機関登録番号=XXX (20条機関のみ)(半角英数字)
担当部署名=○○○○部
担当者名=○○ ○○

精度管理試料の内容物や検査方法に関する問い合わせには回答しません。
直接電話で上記内容について問い合わせしないでください。

suishitu-hw@hiroshima-wako.co.jp
（問い合わせのページの のアイコン

をクリックするとメールが開きます。）

water@nihs.go.jp
（問い合わせのページの のアイコン

をクリックするとメールが開きます。）
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正式な見積・納品・請求書の宛先について改めてご確認下さい。

➡ 参加申し込み時から変更がある場合は、必ずご連絡下さい。

事前書類（債権者登録書等）が必要な機関は、必ず事前にご連絡下さい。

代金を振込む際は、必ず「機関ID」を入力して下さい。

機関IDが入力不可の場合は、

広島和光担当者（試料販売会社）宛に入金予定日をご連絡下さい。

※試料販売会社に連絡する場合は、

精度管理HPの“問い合わせのページ”からメールでお願いします。

その他の注意点



ご清聴
ありがとうございました。

ご清聴
ありがとうございました。


